
熊谷被告が「見切りをつけたのか？見放したのか？」

①裁判所から８月１５日までに提出を求められていた答弁書を
９月５日の第１回口頭弁論直前の９月１日付けで、「津崎裁
判」で津崎被告の答弁書をコピペして提出。

②「津崎裁判」被告の北村弁護士に代理人を依頼すれば良いの
に、未だに代理人を指定していない。（おそらく、北村弁護
士の都合ではなく、熊谷被告が代理人を依頼していないのだ
と思われる。）

③JR総連（JR東労組・JR西労・JR貨物労組等）は、熊谷裁判
をどう取り組むのか！？全く態度表明を示さない。

④９月５日、大阪地裁で「熊谷裁判」第１回口頭弁論が開催さ
れたが、熊谷被告は姿を見せず、被告側傍聴者も参加者はゼ
ロ。

以上で明らかなように、熊谷被告本人、JR総連は裁判を争
う（闘う）ことを放棄しているのだと言える！
従って、JR総連は「熊谷裁判」については、今後の裁判報

告も含め情報等で見解を明らかにせず、ひたすら他人事のよう
な姿勢で対応ならざる対応で、嵐が過ぎ去るのを待ち、事態を
乗り切ることを考えているのではないか！？
皆さん！JR総連・熊谷被告の姿勢は、９月５日の第１回裁

判報告の「JR総連情報」が発行されるか否かで明らかになる
でしょう！乞うご期待です！

【次回期日】「津崎・熊谷裁判」第６回口頭弁論
１１月１４日（金）15時～ 大阪地裁809号法廷

嘘は許さない！
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